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   創立１００周年に向けて 新体制始動 

平成２７年度本部総会 本高の思い出話に花咲かせる 

新会長に川瀬善忠氏（昭和４０年卒）  

平成２７年８月８日（土）  

ホテル グランヴェール岐山  

 

岐阜県立本巣松陽高等学校同窓会は、８月８日（土）に平成２７年度の本部総会・懇

親会を開催しました。今年度の当番学年は昭和６０年３月卒の皆様で、総勢１１０名が

参加して、盛大に行われました。  

【総会】  

総会の司会は西尾侑一常任理事（平成

１６年卒）が務め、会に先立ち、物故者

に黙祷を捧げました。 

遠山信義副会長（昭和４０年卒）の開

会の辞で始まり、中島洋晃会長（昭和３

６年卒）の挨拶、母校校長の豊田文秀名

誉会長の挨拶、若原忠義顧問（昭和１７

年卒）の挨拶があり、長屋秀眼常任理事

（昭和５０年卒）を議長として議事が進行

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議事のはじめに、平成２７年度役員の承認が行われました。これまで顧問を務めて

きた若原忠義氏が一身上の理由により退任、また会長職を務めてきた中島洋晃氏が退

任して顧問に就任し、新会長には川瀬善

忠氏（昭和４０年卒）が就任しました。 

川瀬新会長は、岐阜県の教員として、ま

た全国で初めて小・中・高の３校種の校長

を歴任した経歴を持っており、現在は揖

斐郡揖斐川町谷汲の櫻龍山善立寺の住

職、揖斐川町教育委員などを務めていま

す。新会長挨拶では、「多くの方々が愛す

る母校。その母校のために集まりたい、協 ▲挨拶をする川瀬善忠新会長  

▲中島洋晃会長挨拶  

▲豊田文秀名誉会長挨拶  ▲若原忠義顧問挨拶  
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力したいと思っている方々がいっぱいいらっしゃることを信じて頑張りたい。総会に

おいては、参加して良かった。今後も参加したいと思ってもらえるようにしていきた

い。今後も現状維持に留まらず、すべて前向きに行動を起こしていこう。そのために、

みなさんのアイデア、様々な意見を結集していきましょう」と意気込みを語りました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、事業および会計に関する報告・計画案が諮られました。そして今回は、川

瀬新体制の下、平成３２（２０２０）年の創立１００周年に向けて動き出すというこ

とで、同窓会名簿の委託業者について、同窓会独自ホームページ（ＨＰ）の作成につ

いて、会則の改正について承認を得ました。ＨＰは、母校ＨＰにリンクさせるかたち

で同窓会独自のものを作ることで、よりスムーズな情報提供を会員の皆様にしていく

という目的で、現在製作中です。 

その後、事務局からの事務連絡があり、長屋議長が解任されました。 

続いて、若原忠義前顧問と中島洋晃前会長・新顧問に感謝状が贈呈されました。 

若原氏は、本部役員・会長・顧問として、また創立８０周年の際には実行委員会役

員として、また中島氏は、高等学校の教員として母校の教頭も務められた後、本部役

員・会長として、それぞれ母校および同窓会のために尽力されてきました。両氏の功

績を讃え、川瀬新会長から感謝状が贈呈されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、天野知子副会長（昭和５２年卒）による閉会の辞で会が閉じられました。 

【懇親会】  

懇親会の企画・運営をする当番学年。当番学年は、卒業後３０年目にあたる学年が

担っています。本年の当番学年は昭和６０年卒の方々でした。 

司会は安藤智昭監事が務め、平田英史氏の開会の辞で始まりました。川瀬善忠会長

の挨拶に続き、板橋淳子氏からご出席いただいた恩師の紹介がありました。本年ご参

加いただけた恩師は３名。惜しくもご欠席された４名の恩師からはメッセージをいた

だきました。３名の恩師からは、近況などの報告をしていただきました。 

その後、当番学年幹事を務める若原義弘常任理事による乾杯の発声で会食が始まり

▲若原忠義前顧問（写真左・右）と中島洋晃前会長・新顧問（写真右・右）への感謝状贈呈  

▲川瀬会長と本部役員（右列）  ▲出席者全員で記念写真撮影  
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ました。会食中は、３０年前に流行した歌謡曲が流され、当番学年の方々を中心に、

懐かしい話に花を咲かせていました。また、ビンゴゲームも行われ、「リーチ！」、

「ビンゴ！」の声が飛び交っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、母校の校歌を斉唱し、瀬川清泰氏の閉会の辞で、会が閉じられました。続

けて、松岡太郎理事（昭和６１年卒）が代表して、次年度の案内をしました。 

【当番学年だけの懇親会】  

懇親会に続いて、当番学年と恩師だけの懇親会が開催されました。この会では、当

番学年の出席者１人１人が当時の話と近況などを順番に話していきました。「高校時

代に、そんなことがあったの！」「意外なところで人間関係がつながるね！」など、

同級生の親睦を深めていました。 

【最後に】  

会長が交代し、創立１００周年に向けて新体制になりました。母校がさらなる発展

を遂げ、同窓会が同窓生の皆様にとって身近なものとなるよう、また、総会・懇親会

も当番学年だけでなく、一般会員の方々にも多くご出席いただけるように努めていき

たいと思います。同窓会へのご参加とご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本巣松陽高等学校同窓会は本巣高等学校の流れを汲む「本高」の同窓会です 

岐阜県立本巣松陽高等学校同窓会は、旧制・本巣中学校、旧制・本巣高等女学校、

本巣高等学校、本巣松陽高等学校の卒業生で組織されています。本部の懇親会は、卒

業後３０年目にあたる方々が「当番学年」として企画・運営することになっています。

例年、当時の先生方を恩師としてお招きし、懐かしくも楽しいひとときを過ごしてい

ただいております。  

同窓生の皆さんは、お誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。  

平成２８年度 本部総会・懇親会 

期  日  平成２８年８月６日（土） 

場  所  ホテル グランヴェール岐山 

当番学年 昭和６１年３月卒業の皆様 

▲川瀬会長の挨拶  ▲恩師の大脇尚爾先生の挨拶  

▲恩師の田中輝夫先生の挨拶  ▲若原当番学年幹事の乾杯発生  


